
ゆめ・みらい 百人会議
教育・子育て支援グループ

『楽しい放課後を、子どもたちに！』

ー地域の力で学童保育の充実とアフタースクール開校をー



１．メンバー紹介

２．私たちが取り組んだこと

３．テーマ選定の経緯と理由

４．活動の経過

５．提案事項

６．今後に向けて



１．メンバー紹介

浅井宏美 嵐口みどり 石神伊佐男 伊藤さか江

伊藤 巧 大石 薫 大塚裕子 岡田宏司

小松直美 杉本秀子 杉本真美 曽根龍夫

西村やえ 一言和子 松村裕子 渡邉俊晴

以上１６名
（五十音順・敬称略）



２．私たちが取り組んだこと

『子どもたちの放課後をより良いものに』

子どもたちが放課後・休日等を有意義に過ごすために

どのような支援ができるか



３．テーマ選定の経緯と理由

１.  学校教育の改善

2.  家庭や父母への教育、サポート

3.  放課後（学校にいる時間以外）の過ごし方の改善

4.  学童保育のさらなる充実

5.  島田市の将来を担う子どもたちの育成支援

6.  その他（母子･父子家庭･特支へのサポート等）

候補に挙がったテーマ



・核家族化が進み、放課後の子どもたちを見守る大人が少なくなった

・現役から退いたが、能力も時間も余らせている方が多く居る

テーマ選定の理由



４．活動の経過

4-1 現状の把握

現在行われている取り組みの実態例及び現状を、市の担当者や

各地域のメンバーからヒアリングし、特徴や問題点を調査研究した。

①出前講座の受講（H26.5.20）

講 師：島田市子育てコンシェルジュ 稲葉様

内 容：教育環境の変遷や現況、現在の市の対応や仕組み等を知る。



②現在行われている取組についてのヒアリング(H26.9.25)

・初倉南小『フレンズクラブ』（初倉放課後子ども教室）

説明者：島田市社会教育課 杉山様

・六合地区『六合子どもチャレンジクラブ』

説明者：チャレンジクラブ 曽根様



4-2 『プレ放課後楽校』の企画･運営

自分たちの手で、子どもたちと触れ合う行事

『プレ放課後楽校』

を企画･運営してみて、運営の際の問題点を

見つけ出そうということになった。



『プレ放課後楽校』の概要

日 時：平成２７年１２月２３日（火・祝）

場 所：六合公民館

内 容：講師を引き受けて下さる方を、分科会委員やその知り合い、

また、一般の方からも広く募集し、７つの講座を企画。

六合小・六合東小・第五小の小学生にチラシを配り、

参加者を募集した。

参加者：３４名
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実施してわかったこと

・事故等に対する対応の必要性

・継続して運営していくためには

講 師

運営資金

活動場所 の確保が課題であること



4-3 NPOプレゼント講座の受講(H26.12.6)

クロスメディアしまだ企画運営の講演を受講した。

演題:『子どもたちの放課後を救え』

講師: 認定NPO法人放課後アフタースクール

副代表 織畑研氏







アフタースクールとは？

・様々な体験ができる学童保育を放課後の小学校で行う仕組み。
活動を担うのは地域や社会の「市民先生」。放課後の小学校
において、多くの市民と子ども達が出会い、「社会全体で
子どもを育てる」仕組みです。

・１９８０年代のアメリカ、子どものドロップアウトを防ぐため、
放課後の子ども達に様々なプログラムを提供することで、
「子ども達の居場所」を作り、自己肯定感やチャレンジ精神を
育てることを目的に始まりました。

・アメリカでは、設置は市、税金などの公的資金を活用するため、
利用料は基本的に無料で、運営はＮＰＯが行っています。



・日本では、２００５年から、東京都港区に所在す
るＮＰＯ法人『放課後ＮＰＯアフタースクール』
が活動を始めている。運営は、プログラム利用者
負担の有料サービスとなっている。

・プログラム例
プロのシェフによる 「料理プログラム」
引退した大工さんによる「建築プログラム」
企業による 「理科実験プログラム」

・「市民」✖「学校」✖「ＮＰＯ」
『学校』と『市民』を『ＮＰＯ』がつないでいく。



4-4 放課後児童クラブへの訪問

市内二ヶ所の放課後児童クラブ（五和小・六合東小）を

訪問し、施設の状況や子どもたちの様子、指導員の声など、

現場の様子を視察させて頂いた。

ここでも『支援スタッフの不足』『活動予算がもっとあれば

活動の幅が広がる』といった声が聞かれた。



五和小

H27年3月11日
訪問



五和小



五和小
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六合東小

H27年4月10日
訪問



六合東小



六合東小



六合東小



4-4 ＮＰＯ法人クロスメディアしまだ
兒玉様のお話(H26.5.19)

現在の事業概要と子育て支援関連の事業について伺った。

クロスメディアで企画している、こどもわくワーク事業

「ＮＰＯ放課後アフタースクール」との連携事業について



５．提案事項

『楽しい放課後を、子どもたちに！』

ー地域の力で学童保育の充実とアフタースクール開校をー



①人材バンクを見直そう

学童保育を支援する、人材の情報や活用を

一元管理する人材バンクを新たにつくる。



②基金をつくろう

学童保育の活動の幅を広げるための

基金をつくる。



③学校を活用しよう

学校の施設を、学童保育の内容充実のため

開放、活用を促していく。



④学童保育を支えよう

地域の力で学童保育の内容充実を図っていく。



⑤ あいさつ・声掛け運動を広げよう

声掛け運動を広め、百人会議の全メンバーが

『声掛け運動実行章（バッジ）』取得。

地域みんなで子育てをしていこう。

静岡県の声掛け運動実行章



６．今後に向けて

６－１ 五和小学校区 放課後児童クラブの
取り組みについて



『ビーズクラブ』



『将棋クラブ』



６－２ 島田市でも、
アフタースクール開校

「ＮＰＯクロスメディアしまだ」が、ＮＰＯ放課後

アフタースクール との連携で、年内中に、プログ
ラムの実演と講演会の開催を予定しております。

日程、開催場所、プログラム内容等は、現在調整中

とのことです。



ご静聴ありがとうございました

ゆめ・みらい百人会議
教育・子育て支援グループ

メンバー一同


